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は じめに

少子化 に伴 う2007年 大学全入学時代 を前 にした大学の中には、危機感から就職率 を高めるこ

とを大学の生き残 りの最大の戦略 とする就職技法だけを重視する大学 も散見 される。その最先端

はカリキュラムの全 てを就職向け という、株式会社LEC東 京リーガルマインド大学で、資格 と

ビジネス知識の習得に特化 し、学生はサークル活動などのキャンパス生活とは無縁である。大学

の進路指導は従来型高校 までの教育に欠落 した部分を補充する方向で充実されているのが現状で

あるが、これらの多 くは職業教育の復活を示すものである1)。

高校では総合学習の相当部分がキャリア学習に充てられているにもかかわ らず、モラ トリアム

が大学生に侵食 している状況 を鑑みれば、2004年 度 に入 り多 くの大学が一斉 に就職部をキャリ

アセンター等に名称 を変更 し、入学直後か らのキャリア教育に力を入れているのも時代の潮流で

ある。時代 を先取 りする顕著な事例 としては、法政大学が2003年4月 に 「キャリアデザイン学部」

を新設 している。現代 に生 きる人々の関心事であ り、社会的な研究課題である"生 涯学習社会に

おける創造的 ・個性的なキャリアデザイン"を 対象にし、学生自らのキャリアデザイン ・サポー

トシステムをカリキュラムに組み込んでい る学部である。

本稿の事例紹介は、キャリア概念の進化 を踏まえ、各大学が どのようなキャリア教育を現在行

っているのか、模索 しているか、を明らか にすることを目的に、文教大学国際学部2003年 度共

同研究 「大学生のキャリア形成と起業家精神 の育成の調査」(共 同研究者:三 木佳光、那須幸雄、

杉 山富士夫)に 沿って、インタビュー形式 によって実施(2004年3月22日 ～25日)し たもので

ある・)。

*み き よしみつ 文教大学国際学部
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1就 職支援組織について

○(名 古屋大学)各 学部は本部に就職については全てを任せている。本部に 「学生相談総合セン

ター(学 生相談部門、メンタルヘルス部門、就職相談部門で構成)」 を設け、その中の就職相

談部門(学 生 との面談)を 助手の枠で採用 されたキャリアア ドバイザー1名(リ クルー ト社出

身)が 担当(相 談業務、キャリア形成の研究と教育、留学生への就職支援、フリーターをな く

すライフデザインづ くり)し ている。

○(広 島大学)本 校を西条市 に移転 したので、それ以来、学生間にのんび りムー ドが蔓延 した。

そこで刺激を与えたい とい うこともあり、厚生課で扱っていた就職関連を業務 とする就職支援

センターを4年 前 に発足 させた。センター長は学部の教授が兼任 している。セ ンター長は大学

院の論文 を指導するだけで、兼任期間中は所属学部での担当科目は持たないが、センターに机

を構え、勤務 は事務官 よりもかな り過酷で、月曜 日から金曜 日まで、朝8時 か ら帰 りはほとん

ど19時 近 くまでの約11時 間勤務である。セ ンターはこの4年 間、センター長、事務官1名 、非

常勤1名 で あった。この4年 間の効果が2003年3月 に現れ、就職率の大 きなUPと なった。

2004年 も2003年 並みの80%を 越す ことは必至である。

○(広 島大学)国 立大学の法人化 に際 して、大学経営中期 ・長期計画 を文科省に提出することが

決め られた。 これが発足当時の補助金額を決める際の判断基準 となるものであったので、他大

学との差別化を図る中期 ・長期計画の目玉 として、現学長 は就職支援センターをキャリアセン

ターに改名 し、2003年4月 に発足 させた3)。他大学を調査、参考に した事項を、4月 からのキ

ャリアセ ンター業務 に取 り入れている。事務官8名 、専任教員2名(セ ンター任命の教授 。助

教授 は現在公募中:「 インターンシップの役割 と職業意識」 を担当予定、将来教員1名 増員計

画)で ある。 さらに、キャリアセンターは厚生課で行っていたアルバイトの斡旋業務 も行 うこ

とになった。入学センターも2003年4月 に発足 させた。

○(九 州大学)2004年4月 からの法人化にあたって文科省に提出する中期計画書の中に書 き込め

るように2003年10月 に就職支援室を新設 した4)。現在5人 のスタッフであるが、室員 として教

員 を数名、兼務 させることが検討 されている。大学院への進学は、文系'35～40%、 理系70%、

工学系80%で ある。理 ・工学系 は就職担 当の教官の教員推薦が 中心であるので、就職率は

90%を 若干割 り込んでいる状況である。

○(福 岡大学)10の 学部があ り、同じキャンパスになって5年 目である。就職課を 「就職 ・進路

支援 センター」に改名 したのは1999年 である。センター長は文系教員 と理系教員が2年 で交代

している。学部に独 自性を持たせ、学部教員にキャリア教育を意識 した教育をしてほしいとい

うことで、セ ンターの運営委員会(教 員のみで構成)で 決めたことを学部の委員 に広報 と実施

を委嘱す る"キ ャリア教育調整委員(学 部教育 と就職 との橋渡 し役)"を 任命 した。 これは
"セ ンター委員"と は別のものである。こうした仕組みの数年間の成果として、2002年 度の就

職率は急上昇 した。そ して、この仕組みは2003年 度か ら教員に本格 的に浸透 し始めてい る。

センター委員(教 員)・ 調整委員の任期は2年 、理系の調整委員の任期は1年 である(図 表01)。

○(福 岡大学)セ ンター委員は九州各県の飛び込み方式の求人開拓をしている。

○(中 部大学)全 学指導体制 として 厂就職指導委員会」(ト ップは副学長)が あ り、委員は各学

部1人 であ り、 この下部組織 として各学科の学科主任で編成する 「就職連絡会」がある。さら
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に、学科ごとに 「就職委員会」がある。 ここを中心に各学科のキャリア教育の立ち上げを検討

中である。経営情報学部が特にキャリア関係 には熱心である。

○(龍 谷大学)キ ャリア開発部は2003年9月 に企画、ベネッセがシステムを開発 して、2004年4

月にス ター トした。この部は就職支援業務が中心である。この部の方針 と運営の意思決定機関

として、「全学キャリア開発会議」がある。本会議には学長、事務局長、副学長、各学部長、

キャリア開発部長などが委員 として参加す る(学 長が議長)。 また 「キャリア開発主任会議」

があ り、各学部のキャリア開発主任によって、キャリア開発支援の全学的な協議 ・調整が行わ

れる。 またキャリア形成科 目やキャリアサポー ト講座5)の企画 ・運営 も実施する。 これを定め

る 「キャリア開発支援規定6)が あ り、大学のキャリア開発支援 を行 うことを目的 としている。

また各学部には就職主任がお り、求人情報を学生に提供、学生にメールを出 し、就職活動を援二

助するなどしている。将来は組織 として、「キャリア開発セ ンター」 とすることが検討 されて

いる。学生部をどこに入れるかが問題であるが、入試から就職までを一貫性のあるものにする

ことで検討中である。

○(中 部大学)就 職部を2000年 に就職指導センターに、2002年 にはキャリアセ ンターに改称 し

た。このセンターを、各学部が共通に活用する就職斡旋機能に加えて、低学年か らの進路指導

支援プログラムの整備のための名称変更である。キャリアセンターは、専任職員ス タッフの増

員(3名 増員)、 キャリアカウンセラーの養成、カウンセ リンググループの設置 といった目標

を持って設置 されている(セ ンター長以下11名 。うちパー ト3名)。

○(広 島市立大学)国 際学部、芸術学部、情報学部の3部 体制で、学部各学科か ら1名 ずつ進路

指導委員(教 員)を 任命 している。委員は主 として企業出身者である。

○(立 命館大学)キ ャリアセンターが最 も早 くか ら設置された事例 として有名である。総合力を

持った人材の育成 のために、1999年 秋に 「就職部」 を 「キャリアセ ンター」に名称変更 し、

またキャリアセンター内に 「インターンシップオフィス」を設置 している。インターンシップ

の窓口や 「エクステンシ ョン講座(資 格取得など)」 も、キャリアセンターの業務 に入ってい

る。

2キ ャ リア形成科 目について

○(広 島大学)当 初は3年 生を対象にしていたが、現在では低学年次か ら進路 ・指導支援プログ

ラム7)が整備 されている。2年 生以上の総合科目として 「職業選択 と自己実現」「ベンチャービ

ジネス論」 「現代経済を考 える」厂未来型食品の創製」等のビジネス関連か ら、さらに 「現代 ボ

ランテ ィア論」「ジェンダー論」等、広 く社会や環境 ・人間活動を考えるものがある。「職業選

択 と自己実現」(教 養教育科目)は センター専任の教授が前期2単 位(授 業中心)、 後期2単 位

(6回分は、OBの 招聘 も含めて、社会 に触れる実践演習の内容)で 行っている。

○(名 古屋大学)履 修2単 位が得 られるキャリア形成の科 目は 「生涯教育 システム演習1」 「生

涯教育システム演習II」 「生涯教育環境学講義」の3科 目である8)。

○(九 州大学)1年 生 を対象に 「社会 と学問」 と題する科 目を開講(320名 を履修制限、旧教養

学区であった六本松学区)し ている。内容 としては2単 位15回 で、"第1線 で活躍するOB(弁

護士 ・裁判官 ・中央官庁の役人 ・映画監督 ・産業界 ・教育界)の シリーズの講義"、"6年 前 よ

り実施 している総長の講義"等 、10名 程度が壇上に登場する。オ リエンテーションや反省会
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は別途開催 している。この科目は統一の図書やテキス トの指定はなく、講師一存である。これ

を含めた全学教育は総合科 目の10科 目である。 これらは進路指導に特化 した科 目ではないの

で、「既存の科目の中に進路指導の内容を組み込むあり方」 と 「進路指導の科 目の新設」 を検

討 している。

○(龍 谷大学)キ ャリア形成の講座(ビ ル トアップ講座、公務員講座等)は 、半額受益者負担で

有料である。学部のキャリア科 目として、例 えば 「(特講)日 経 ・経営講座 『わが社の事業展

望(仮)』 」、「メディア と業界実情論」な どが設けられている。「わが社の事業展望」では、12

人の企業 トップを招聘 しての講義方式である。「メディアと業界実情論」 は、毎 回、異なるメ

デ ィアや職務 に従事する企業の講師が講義するもので、「わが社の事業展望」 と同様に外部講

師のオムニバス方式である。特に商学部教学課 は、全学部の共通の部分 を担当している。この

ように、キャリア開発部 と各学部 との連携が行 われ、教員と事務系 とのタイアップが実施され

ている。

○(福 岡大学)キ ャリア教育の正規科目は共通教養に位置付けられている 「キャリアプランニン

グ(1年 生対象、有識者を招聘 してのオムニバス形式、後期開講の2単 位)」 である。

○(立 命館大学)キ ャリア教育の科 目は入学直後から各学部で行われてお り、「キャリア形成プ

ログラム」(図 表02)、2003年 度のキャリア形成科目は、18科 目9)あ り、すべて各2単 位になっ

ている。この科目の中には都道府県知事、中央官庁のゲス ト、総領事、現役外交官、等のオム

ニバス方式の講義も含まれている。これらは、実社会への理解 を深めたり、価値観 と生 き方を

考えた り、働 くことを社会 ・経済 ・雇用環境から考 えて、将来のキャリア形成、人生の選択 を

す る力 を身に付けさせるためのキャリア教育 を目指 して行われている。「業界別支援 プログラ

ム」 は"国 際機関 ・団体キャリアデベロップメン ト""マ スコミ支援""総 合商社支援""公 務

員支援""メ ーカー支援""金 融支援""福 祉支援""エ ネルギー ・運輸業界支援二"が4年 間に亘

って実施 されている。

○(立 命館大学)キ ャリア形成プログラムの代表例としては 「キャリア探偵団」がある1°)。

3教 員主導の就職支援について

○(名 古屋大学)名 古屋大学において、2003年 度から12名 を単位 とする1年 生対象の、 レポー

トの書 き方を含む基本教養、基礎学力を養成する新入生ゼミが設けられている。

○(広 島大学)図 書館 ・情報センター利用 などを含めた 「教養ゼミ:学 生15名 、教員1名 」を1

年前期 に10年 前か ら行 ってお り、これが卒業後の進路指導に大 きく寄与 していた。4年 前から

15回 の1回 を就職センターが担当するようになった。

○(広 島大学)学 生への職業紹介業務は原則 としてキャリアセンターが窓口となっているが、学

部就職委員会が学生の就職問題に対応 している。

○(広 島市立大学)芸 術学部の進路指導は就職でな く、 自立の第1歩 として創作活動がで きるキ

ャリア形成を目指させている。 したがって、就職支援でなく、卒業後において創作活動ができ

る自立キャリアの確立である。国際学部の特徴は企業出身教員が多いため、教員推薦主体の就

職活動が多いことにある。

○(広 島市立大学)こ れまでは大学推薦 とエ ントリーシー トによる自由応募が半々であったのが、

ここ数年 自由応募が増加傾向になっている。 これに歯止めをかける施策 を強化することが必要
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(図表02) キャリア形成 プログラム(立 命館大学)

齢 ■ ベ ー シ ッ ク 就 職 支 援 プ ロ グ ラ ム 就 職 活 動 を 「成 功 」 に導 く充 実 した サ ポ ー トプ ロ グ ラム0

各分野 に精通 したア ドバ イザ ーに よる支援Uタ ー ン支 援
各業界 ・分野 に精通 した 「キャリア ・ディベロップメ ント・プロ 父母教育後援会との連携 により、「地域別就職合同セ ミナー」をお
グラム ・ディレクター」をキャリアセンターに配置 し、専門的な こない、全 国各地域への就職をサポー トしています。

質問に も適切に対応できるようにしています。

多彩 な講演会 筆記 対策支 援各
界の著名人や立命館大学のOB・OGな どを講師に招いた講演会 重要度の高い筆記試験対策 として、多様 なパ ターンの模試を実施。

を多数開講 します。進路 ・就職への意識づけをおこない、 しっか またエ クステンションセンターで も対策講座 を開講 してい ます。
りとした職業観 を身につけます。

基 本 ガイダ ンス 情報化 支援

就職戦線の実情に応 じて、年3回 、タイム リーに進路 ・就職ガイ 企業ホームページによる業務概 要や採用情報の掲載な ど、就職活
ダンスを実施。時期、状況に応 じた活動内容 、方法をレクチャー 動の情報化に対応 して数多 くのパ ソコンをキャンパス内に設置 し、

します。 自由に使 えるようにしています。

業界 ・企 業研 究支援 多彩 な プレス メン ト・リー ダー(PL)自 主 企画
教員 ・公務員をは じめ、業界の第一線で活躍 する経営者や経済記 「リクルー トスーツファッションショー」「人事とのパネルディス

者 による講演会 ・講座 を開設。キャリアセンター主催 の企業によ カッション」など多様 な企画を学生が発案、実施 してい ます。
る学内説明会 「ふれあいセミナー」等を実施 しています。

職種 研 究支援 ホ ームペ ージサ ー ビス
職種研究をおこなうことは将来を考 えるうえで重要。実際にそれ1回 生か ら登録可能 な就職支援専用のサイ トを設置。メー ルによ
それの仕事に就いている卒業生(CA)が 実体験を通 じて魅力や現 り、立命館 オリジナルの採用情報、各種支援企画、ニュース、求

状などを語る内容が好評です。 人情報などを登録者に配信す るサービスも実施。
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や ■ 低 回 生 支 援 プ ロ グ ラ ム

将 来像 を明確 にす る、低 回生 か らのキ ャ リア デザ イン
「4年間をどう過ごすのか」 といったことか ら進路 ・就職への意識づけ。具体的

なキャリアデザインの形成まで、段階的かつ幅広いプログラム を用意。全学生が
希望 の進路 ・就職の実現に、確 実に近づいていけるように しています。

STEP14年 間 をど う過 ごすか

希望進路や取得 をめざす資格 などを記録 し、キャリア形成の指針とす
る 「キ ャリアチ ャー ト」 を作成。また講演会などを通 じ、自分の将来

などについて深 く考えていきます。

STEP2大 学 で何 を学 ぶの か
大学 で学 んだ専門領域の能力が、社 会でどのよ うな形 で活 きるのか、

実例 をあげて紹介 します。「働 く」とい う視点から勉学と社会 のつなが
'りについて学びます

。

STEP3将 来像 のモ デル提示
さまざまな分野で活躍する立命館大学のOB・OGに 実際の仕事の話を

聞 きます。また各職業モデル から、具体的な目標設定と、将来のビジ
ョン策定 をおこないます。

STEP4ブ ラッシュ ア ップの ため のプ ログラム

正課のカリキュラムに加え、留学やエクステンション講座、インター
ンシップなど、各 自の能力をブラッシュアップするための教育プログ

ラムを紹介 します。

STEP5イ ンター ンシ ップガイ ダンス/キ ャリアカ ウンセ リン グ

企業や自治体など社会の職場で学ぶインターンシップについて、その
メリッ トを紹介 します。また募集企業や団体の紹介 もおこないます。

■女子学生支援プログラム
女子学生のみを対象とした支援プログラムを設置し
ています。卒業生とも積極的に連携し、各自が具体
的なキャリアデザインを形成するためのサポート企
画を展開。本当に満足できる就職の実現を全力で応
援しています。

b 一 ■業界 別就職 支援 プ ログラム

国際機関 ・団体、マスコミ、メーカー、金融、総合
商社、福祉、公務員、エネルギー ・運輸の8分 野 に
ついて、それぞれの状況に応 じた適切 なプログラム

を用意。各業界に勤務するCAか ら生の声 を聞く機
会を豊富に提供 しています。

ρ

h 一 ■ インタ ーン シップへ の参加

大学で身 にっ けた知識や技能を社会で活か し、自己

を高めていくインターンシップです。立命館 大学で
は、各学部が豊富なインターンシップの機会 を用意
してい るほか、インターン シップオフィスを設け、

支援 しています。

,

誹 ■エ クステ ン ション講座 への参 加
立命館大学では、難関試験突破 や資格取得 をサポー

トする専門の部署 と してエクステンションセンター
を設け、多彩な講座 を開設 しています。これ らの講

座の受講もみなさんのキャリア形成に役立 ちます。
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と考えている。

○(広 島修道大学)就 職は支援指導だけでな く教育効果が出ない と、フリーターになってしまう

ので、本大学では就職指導は教員 に全面責任 をもってもらうことを徹底 している。現在は、採

用難の時代である。数社の内定 を得る学生がいると思えば落ち続 ける内定ゼロの学生 もいる。

ゼロ学生の原因は、企業が求める人材像を大学が教育で きないからである。企業 は"コ ミュニ

ケーシ ョン能力""問 題解決能力""論 理思考""英 語 ・コンピュータ等の即戦力""人 間的幅と

魅力"等 を求めているが、専任教員がこれらの要求に合った学生 を育てるという問題意識 を持

たない限 り、就職課がい くら逆立ち しても効果は出ない。

○(広 島修道大学)就 職部の役割は、企業出身教員 との2人3脚 で現在の企業が求めるニーズ

(人物像等)を 学内にフィー ドバ ックすることである。特 に、就職部が情報発信することで教

員が社会に目を開いた教育 を行 えることの重要性 を感 じている。そこで、教員を対象 とした研

修会を年に1～2度 行 っている。

○(広 島修道大学)就 職部の個別相談の結果を必ず担当の教員にフィー ドバ ックし、教育の一環

として進路指導を位置付けている。

○(龍 谷大学)学 生を指導するゼ ミとして1年 生には基礎ゼ ミがある。2年 生は学部で実施する。

学生の適性 を判断する 「自己発展プログラム」がある。この実施分析結果 を学部長会議に諮 り、

対処のあり方を討議 して対処 している。

○(福 岡大学)セ ンター委員は年間20社 の関東 ・関西地区の企業訪問(求 人開拓)が 義務付け

られている。訪問先は委員各位に任せているが、センターでも企業を選定 して依頼 している。

1日4社 で5日 間である。訪問の期間は春休みである。「就職開拓のための旅費」 から旅費 と日

当が支給 されている。訪問は飛び込みでな くアポイントメン ト方式である。

4学 生主導の就職支援について

○(名 古屋大学)学 生相談総合センターは、学生主体の就職支援サークルを援助することも大き

な役割である。このサークルは"OBの 講演""企 業人の講義招聘"を 学生主体で行っている

が、大学行事の中に企業の利害を持ち込 まない ように"不 適正内容 ビラの配布の規制等"を 当

センターが行 っている。大学としての予算支援は していない。

○(広 島修道大学)毎 年、東京で主催される 「企業説明会」に参加するために、学生が主体 とな

って旅行会社 と契約 して実施する学生の自主的サークルがある。就職課はこの活動を積極的に

支援 している。

○(龍 谷大学)夏 休みには1年 生向けに、キャリアクェス ト(自 己把握)を する。そのフォロー

アップセミナーをして、2年 生は"キ ャリアス タッフ"、4年 生は"ア ドバイザー"と いう名称

のアルバイ トを募集す る。現在、45人 であるが、① キャリアスタッフは自分で配布物 を作 り、

会社230社 の紹介を先輩にする。②ア ドバイザーは3年 生の指導をする。また、キャリア開発

部は新入生、2年 生が講演 をすべて自分で企画、9月 か ら年末にかけて実施するように指導 し

ている。

○(福 岡大学)進 路が決 まった学生 をあ くまで もボランティアであるが、常駐(セ ンターに2ヶ

月たらずであった)さ せ、登録 させて日替わ りで、学生の個別相談 に応 じさせていた。 さらに、

これら学生を中心に 「模擬面接」を行わせて、好評であった。
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(図表03)ス チ ュー デ ンツ ・ネ ッ トワ ークの モデ ル例(立 命館 大 学)

3回 生 春 一 ■一一一一 〇 ■■■幽一→>4回 生 春 一 ■一一一一一圏一 ■一 →〉 卒 業

プ レス メン ト・リー ダ ー

(PL)選 出

●自主企画例

就職合宿、ゼミ懇、講演会、

模擬面接、JAと の、談会

ジ ュニ ア ・ア ドバ イザ ー

(JA)選 出

キャリア ・ア ドバイザー

(CA)選 出

後輩への体験報告会CAと 学生との懇談会

後輩との就i談 会

キ ャ リア 開 発 サ ポ ー ト

キ ャ1丿ア 開発 サポ ー ト

■ プ レ ス メ ン ト ・1丿一 ダ ー(PL)

各ゼ ミやサ ークルか ら選ばれる就職活動の リーダ
ーです。就職準備合宿 、OB・OGと の交流会、勉

強会な どの 自主企画 を実施 します。

■ キ ャ リ ア ・ア ドバ イ ザ ー(CA)

就職 して数年の若手OB・OGを 「キ ャリア ・ア ドバ イザー

(CA)」 として登録 。現役学生へのア ドバイス、在学生 と

の懇談会への参加 などをおこなっています。

■ ジ ュ ニ ア ・ア ドバ イ ザ ー(JA)

就職 が決 まると内定者は 「ジュニア ・ア ドバイザー(JA)」

として就職活動 体験 に基 づき後輩への助言 ・援助 をおこ

ないます。社系 ・理工系の大学院生 もJAと な ります。

○(立 命 館 大 学)学 生 自身 が 相 互 に支 援 しあ い な が ら成 長 して い く 「ス チ ュ ー デ ンッ ・ネ ッ トワ

ー ク 制 度 」 が 定 着 して い て
、 プ レス メ ン ト ・リー ダー 、 ジ ュ ニ ア ・ア ドバ イザ ー、 キ ャ リア ・

ア ドバ イ ザ ー が 活 躍 して い る(図 表03)。

50B・OGの 活用 につ い て

○(広 島市立大学)2003年 度、「就職 ・離職 ・転職実態調査」を卒業生全員に実施 した。回答率

は100%で ある。 このデータ(OB情 報)が2004年 度か らの大学推薦就職率向上の新兵器であ

ると考 えている。

○(広 島大学)OB・OG訪 問(3年 次 ・修士1年 次学生)を2月 、官庁Watchingツ アーを3月 に

実施 している。

○(九 州大学)主 要企業にOB名 簿の提出を毎年要求 している。 これは学生が企業訪問するに際

して きわめて強力なツールとなっている。勿論、提出を拒否す る企業 もあるが、各企業 とも積

極的 にこの要求に応えて くれている。学部ごとに同窓会があ り、3年 前 に連合同窓会が設立さ

れているので、これと連携 した形で、現在、この名簿 をデータベース化することを検討 中であ

る。

○(九 州大学)就 職ガイダンスの中に必ず、OB・OGの 体験談を入れている。

○(広 島修道大学)各 種業界企業のOB・OGが 参加 しての情報収集会を同窓会主催で開催 し、

これがOB・OG訪 問きっかけ作 りの絶好の機会 となっている。

○(龍 谷大学)2月 に同窓懇談会を学部で開催、OB・OGを 招聘 している。

○(福 岡大学)2003年 の夏 より、1～2年 生(1万 人)を 対象に、学生生活 と就職活動を成功 に

導 くために、本学OBが 学生生活 をどのようにしていたのかを伝えるセンター主催の 「進路 ガ

イダ ンス」 を実施 している。招聘OBは10名 程度(4～5名 のOBの パネルディスカ ッションを
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2日 間)で ある。テーマ としては50～60歳 代の社長OB編(200名 弱参加)、 マスコミ関係4名 、

ベンチャー関係4名 の若手OB編(各150名 前後参加)で ある。学生の要望 を入れて講師を招

聘することにしている。マス コミ関係 を講師に起用 してほしい との希望が多い。講師が社長の

場合には、聴講生が極めて多い。授業の中で、外部講師の講義があれば と思っているが、これ

はなかなか実施が難 しい。

○(福 岡大学)東 京 に求人開拓の事務所を設 け、OBで 企業出身の1名 の駐在員(61歳 の非常勤)

を置いている。1日 平均7～8社 を企業訪問 している。

○(中 部大学)同 窓会からの就職支援 として、同窓会長名でOBに 支援 を依頼 し、講師として来

て もらって話 してもらう(講 演会は入学 してす ぐの時期 のみ)。

6就 職 セ ミナ ー ・ガ イダ ンス につ い て

○(名 古屋大学)学 生相談総合センターは 「1・2年 生のための進路 ・就職セ ミナー」(11月 開

催:午 前は講演、午後は公開質問会)を 企画 ・主催 している。

○(名 古屋大学)大 学の厚生課に1人 の専属の職員が"就 職セ ミナー"を 年5回 、企画 ・開催す

るとともに"企 業研究セミナー"も 企画 ・開催 している。厚生課には就職関連の 厂資料センタ

ー」が設けられている。

○(広 島大学)キ ャリアセンターになってから、1年 生には卒業後の進路(3600名 のうち半分は

大学院への進学希望、残 り半分では公務員志望が多い)を 考えさせる"キ ャリアガイダンス"

を新設 した。これは毎年継続 して行われる ものである。

○(広 島大学)3年 生へのガイダンスは6月 ～11月 にかけて計20回 行 っている。リクルー ト社系

列の会社に手伝 ってもらい、夏休みまでに基本的なものは終わせるようにしている。夏休み期

間中は自己分析である。

○(広 島修道大学)就 職セ ミナー希望学生 には 「就職模擬面接 ・集団討議」(1回 の所要時間40

分程度)を 受けさせている。

○(福 岡大学)2004年 度か ら、学生生活の目的意識 を鮮明にさせ、充実 した学生生活を大学が

担保で きるために、新企画 として、「キャリアデザイン養成講座(外 部委託:学 生援護会 と学

術メデコン社)」 を開講する。4月 に導入講座、4月 か ら7月 にかけ月1回 ずつ4回 開講する。

○(中 部大学)入 学 したら早々に、キャリアセ ンター主催の学部毎のガイダンスがある。3年 生

向けに就職ガイダンスとして5シ リーズ(無 料)で 実施 している。

7個 別就職相談について

○(名 古屋大学)学 生相談総合センターの相談業務は教育学部の心理学科でいう心理相談に就職

相談を組み込んだものである。

○(九 州大学)個 別就職相談は外部の専門家に委嘱(1名)し て、水曜日の5時 限に行っている。

そのほかのメンタルなものへの相談は全学組織 として、健康科学センターに健康管理のカウン

セラーが3名 、教学関係ではカンセラーが3名 いる。

○(広 島市立大学)登 録 カー ドに基づ き個人別面談 を学生全員(除:芸 術学部)に1人30～60

分間行 っている。効果は抜群である。
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○(広 島修道大学)就 職部は情報の宝庫 として学生が利用す るとともに個別相談は1人60分 程度

かけて きめ細か く行っている。

○(中 部大学)学 生の自己理解 として、リクルー トのR-CAPを 導入 してお り3年 生が対象で半

数ほど受けている。その結果に基づいたキャリア診断をキャリアカウンセラーが月水金の予約

制で行っている。キャリアカウンセリングをしていると、メンタルな話になることがある。そ

の時は学生相談室の扱いとなる。キャリアカウンセリングの利用者は増えている。キャリアカ

ウンセラーは、教育訓練の外部講師も務めている(同 一人物)。

8企 業 セミナーについて

○(名 古屋大学)企 業研究セミナーを75社 に限定 して、全学教育棟本館で開催:2004年2月19

日(15社)、20日(15社)、23日(15社)、3月1日(15社)、2日(15社)、 である。

○(九 州大学)企 業セ ミナーは2004年2月19日 ～3月24日 までの19日 間(1日2社 のみ、計38

社)、 教室 を2つ 設け、延べ5000名 が参加 した。1社 につ き90分 で多 くて300名 、少な くて10

名が参加 している。学生 に対 しては参加事前登録制度である。申し込んだ学生数 よりも実際に

は参加 した学生は 目減 りの状況である。10月 頃にイ ンターネットで企業 を募集(公 告)し 、

参加企業を選定 している。未就職決定者と求人会社 とのマ ッチングの機会提供の場 としての

「就職 フェアー」 も開催 している。

○(広 島修道大学)現3年 生 には2004年3月 、新4年 生には2004年5月 に企業合同説明会 を開催、

2003年 には346社 、述べ2100名 が参加 した。

9資 格取得 セミナーについて

○(立 命館大学)エ クステンションセンターを設け、キャリア開発 と資格取得 に関する多彩な講

座11)を開催 し、年間、約16000名 が受講、キャリアアップにチャレンジ している。

○(名 古屋大学)公 務員就職 を希望す る学生に対 して、集団討議講習会を実施、実践的な集団討

議を体験、参加者相互のフィー ドバ ックを通 じた自己分析、 コミュニケーシ ョン力等の向上を

図っている。

○(龍 谷大学)公 務員セミナーは専門学校では6万 円かかる。本校ではその1!4の 金額で受講で

きる。民 間企業 との併願者はかな りいる(1割 くらい)。 全学で、毎年130名 くらいの受講で、

国家公務員志望が多い。秘書検定 も人気である。

10就 職支援情報 システムについて

○(広 島大学)就 職情報システム として"も み じ"が ある。このシステムを充実させるとキャリ

アセンターへの学生の来訪者が減るので、 これが心配である。"も み じ"でOBの 就職先情報

や求人情報の入手 と応募の手続きができるので、個別相談者が減るのである。

11イ ンタ ー ン シ ップ につ い て
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○(名 古屋大学)イ ンターンシップ関係では 「事前準備の講義(13回)」 があるが、キャリア教

育 とは関係を持たせていない。

○(広 島大学)イ ンターンシップは 「関西地区インターンシップ協議会」を中心 に3年 生を対象

に2単 位取得のもとに行 っているが、今年は2年 生 も対象 にしたい。時期は夏休み期間である。

昨年度 までは教務課の所管であったが、今年度か らはキャリアセンター所管 となった。

○(九 州大学)イ ンターンシップは3年 前か ら始めた ものであ り、福岡地区で毎年20～30名 で

ある。福岡県のインターンシップ協議会に参画 して実施 しているが、単位化 していない。文系

では教員の一部で単位化の検討が始まっている。

○(立 命館大学)イ ンターンシップ参加学生数は、2003年 度において衣笠キャンパスで1000名

に達 し、その うち約30名 は海外インターンシ ップとなっている(海 外インター ンシップの場

合、提携大学との問で行 うことが多い)。インター ンシップ研修生は、「インターンシップ保険」

への加入 を求められるが、保険料は学生が全額負担する(海 外の場合 も含めて)。 インターン

シップは長期での実施を目指 してお り、1セ メをすべてインターンシップに使 うことも構想さ

れている。その際は半年、インターンシップに集中す る、自宅授業も含めて4年 で卒業で きる

プログラムを検討 中である。

○(福 岡大学)イ ンターンシップについては、センターの担当業務である。福岡県インターンシ

ップ協議会の斡旋企業が7割 、本学独 自の開拓企業が3割 である。福 岡県内企業へ の実習へ と

シフ トしてきているのが最近である。海外 インターンシップは検討されているが、まだ実施の

段階にいたっていない。インターンシップ企業開拓は企業訪問でな く、文書での依頼 である。

単位化 してないが、経済学部の中に全学年対象のインターンシップの科 目が設けられている。

実施 した年度 には単位 は認定せず、翌年度の科 目登録の時 に審査(厳 しい報告書の提 出:

8000字 以上)が あ り、単位認定されるものである。受入れ企業か らの評価はあるが、これは

考慮外 にしている。法学部、商学部は単位化を前提に検討中である。インターンシップと同質

のものであるのは、工学部の工場実習(必 修科 目)、薬学部の病院実習(必 修科 目)、体育部の

施設実習である。

○(中 部大学)イ ンターンシップは教務課で担当。学生の申し込みを受けている。キャリアセン

ターが、インターンシップ受入先の開拓 をしている。「インターンシップ委員会」 を大学統一

で設置、各学科では、教員が2～3人 のチ ームで担当している。インターンシップは単位 にな

る。インターンシップは、3年 の夏休みに行い、3年 秋学期に単位 となる。1年 次からの参加は

させていない。4年 前から一部の学部で単位化 しているのは科 目 「インターンシップ」(3年 次

秋学期)2単 位で、全学部で単位化するのは、2004年 度からである。

○(立 命館大学)キ ャリアセンター内のインターンシップオフィスは、学生のインターンシップ

への取 り組みをサポー トする専門部署で、単位認定 される科 目や正課外のプログラムの紹介 も

行 っている。科目としての名称は、各学部(8学 部すべ て)に よって異なるが、すべて2単 位

である'2)。全学組織 として、「全学インターンシップ教育推進委員会」があ り、各学部教員が

委員を務めている。

○(龍 谷大学)イ ンターンシップについては、理工学部は必須である。商学部が横断対策的なイ

ンター ンシップの代表窓口 とな り、学部の委員会が京都大学 コンソーシアムを利用 している。

就職が らみのインターンシップはキャリア開発部の担当である。これによって就職 と教育のリ

ンケージを図っている。イ ンターンシップは1年 生でする場合もあ り、低学年でするのを特色
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としてい る。これは正規の科 目ではないが、年100名 前後であるので、いろいろな科 目の中で

公平になるように考慮 している。

お わりに

筆者は文教大学国際学部2004年 度共同研究 「大学生の英語教育とキャリア形成の研究(研 究

代表者:塩 沢泰子)」 に同年4月 か ら協力者 として参画 し、本題 と同 じテーマを継続 して調査 し、

その成果の一部を本稿に書き加えている。

2004年3月31現 在、大学 における就職部(課)で な く 「キャリア」の用語 を使用 しているの

が44校 、「支援 ・進路 ・指導」の用語は39校 であった。それが同年4月 から6月 までの3ヶ 月間

に 「キャリア」 に名称変更が29校 、「支援 ・進路 ・指導」への名称変更が5校 にも及んでいる。

フリーターやNEETの 増加 を懸念 して、国 も本格的に若年層の就職支援に乗 り出 している。厚

生労働省 は 「若年者のためのワンス トップサービスセ ンター」の全国展開に取 り組むとともに、

「若者人間力強化プロジェク ト」を立 ち上げ、職業意識形成の支援の強化 を図っている。前者は

キャリア教育の視点を持ちなが ら適性判断や適職診断を含むカウンセ リングを行い、カリキュラ

ムを作成 した上で、職業訓練や研修、インターンシップ等を行い、就職に結び付 ける"若 者版ハ

ローワーク といえる通称 「ジョブカフェ」"の 整備である。後者の中で注 目されるのはインター

ンシップやボランティア活動、資格取得等、職業に関する体験の内容や成果を記録する 「ジョブ

パスポー ト」の作成指導である。

注

1)職 業教育として、次の7要 素が取り入れられている。それは①積極態度の教育:狭 い世界 しか知らな

い閉じこもりがちな者に広い世間を知るための基本的心構えを作る訓練、②職業倫理の教育:自 ら体

や頭を動かして働 くこと、稼ぐことの大切さや、それに伴う喜びを知る訓練、③職業知識の教育:世

の中にある多様な産業 ・職業の実態を知り、それらに必要とされる知識 ・技能の概要を知る訓練、④

自己理解の教育:自 分を反省し、能力 ・適正の診断を行い、自らの経験の棚卸しをする訓練、⑤職業

選択の教育:自 分に向いた職業の検討をつけ、深 くそれを研究する訓練、⑥職業能力の教育:選 んだ

職業について、それに必要だが自分 には足らない専門知識 ・技能を獲得する訓練、⑦就職技法の教

育:そ の職業へのスムーズな就職技法を獲得する訓練(日 本経済新聞2004・9・25)。

2)国 ・公立では、名古屋大学(田 中宣秀:教 育学部教授、梅木修三:労 務部厚生課専門員)、広島大学

(松永征夫:キ ャリアセンター長 ・経済学部教授、田中秀利:キ ャリアセンター教授)、九州大学(厚

地嗣男:学 務部就職支援室長、大石廣光:学 務部就職支援室就職指導担当専門員)、広島市立大学(大

東和武司:国 際学部教授、品部慎二:就 職学生担当課長、陶山融:就 職学生係主査)。私立大学では、

広島修道大学(川 名和美:商 学部助教授、歳實勲:就 職部就職課主幹)、龍谷大学(藤 谷峻成:キ ャリ

ア開発部長)、福岡大学(立 花時弘:進 路支援センター事務室長)、 中部大学(平 澤征夫:キ ャリアセ

ンター長 ・工学部教授、市原幸造:キ ャリアセンター課長)、立命館大学(村 上吉胤:キ ャリアセンタ
ー課長)。

3)文 教大学国際学部紀要第15巻1号pp84-85の 表1

4)文 教大学国際学部紀要第15巻1号pp87の 表2

5)文 教大学国際学部紀要第15巻1号pp89の 表3

6)龍 谷大学キャリア開発支援規程(制 定平成15年9月25日)[第1章 総則]第1条(目 的):こ の規程

は、龍谷大学(龍 谷大学短期大学部を含む。以下 「本学」という)に おける、キャリア開発支援を有
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効 的 に実 施 し、学 生 の就職 を支援 す るた め に必 要 な事 項 を定 め る こと を目的 とす る。[第2章 全 学 キ ャ

リア開発会 議]第2条(全 学 キ ャリア 開発 会議):前 条 の 目的 を達 成 す るため 、全学 キ ャ リア 開発 会

議(以 下 「キ ャ リア 開発会 議 」 とい う)を 置 く。 第3条(審 議事 項):キ ャ リア開発 会議 は、 以下 の

各 号 につ い て審議 決 定 す る。(1)キ ャ リア開発 支援 の基本 方 針 につ い て、(2)キ ャ リア開発 支援 の実

施 大 綱 につ い て、(3)そ の他 キ ャ リア開発 支援 に関 す る重 要事 項 につ い て。 第4条(構 成):キ ャリ

ア 開発 会 議 は、次 の各号 の委 員 を もって構 成 す る。(1)学 長 、(2)事 務 局長 、(3)副 学 長 、(4)各 学

部長(短 期 大学 部長 を含 む)、(5)総 務 局 長、(6)RECセ ンター長 、(7)キ ャリア 開発 部長 、(8)学 長

室長 、(9)教 学 部長 、(10)教 学 副部 長、(11)教 学部事 務 部長 、(12)キ ャ リア開発主 任会 議 副委 員長 、

(13)キ ャ リア開発 部 事 務部 長 。 第5条(招 集):キ ャ リア 開発 会議 は、 学長 が 招 集 し、 議 長 とな る。

2学 長 に事故 あ る場 合 は、 あ らか じめ学長 が 指名 した副 学 長が そ の職務 を代 理す る。[第3章 キ ャ リア

開発 主任 会 議]第6条(キ ャ リア 開発 主 任 会議):キ ャ リア 開発 支 援 の 問題 につ い て全 学 的 に協 議 ・

調整 を行 い 、 もって キ ャリ ア開発 支援 の 円滑 な推 進 を はか るた め、 キ ャ リア開発 会 議 の も とにキ ャリ

ア 開発 主任 会議(以 下 「主任 会議 」 とい う)を 置 く。 第7条(審 議 事 項):主 任 会議 は、次 の事 項 に

つ いて審 議 す る。(1)キ ャ リア開発 支 援政 策 に関す る事 項 、(2)キ ャ リア啓 発科 目の企 画 ・運 営 に関

す る事項 、(3)キ ャ リア支 援講 座 の企 画 ・運 営 に関 す る事項 、(4)求 人 開拓 に関す る事 項 、(5)就 職

希望 者 に対 す る指導 、 助言 、調 査分 析 に関す る事 項 、(6)学 校 推薦 応募 に係 る学 内選考 に関す る事 項 、

(7)そ の他 キ ャ リア 開発 支援 に必 要 な事項 。2委 員 長 は、必 要 ある と認 め る場合 は、前項各 号 に掲 げ る

事項 につ いて 、 その 実施 を委 員 に対 して依 頼 す る こ とがで きる。 第8条(構 成):主 任 会議 は、次 の

各号 の委 員 を もって構 成す る。(1)キ ャ リア 開発 部 長 、(2)深 草学 舎及 び大宮 学舎 各 学部 キ ャ リア 開

発主 任 、(3)瀬 田学舎 各学 部 キ ャ リア開発 主 任 、(4)キ ャ リア開発 部事 務部 長 、(5)教 学 部事 務 部長 、

(6)キ ャ リア開発 課 長、(7)瀬 田キ ャ リア開 発 課長 、(8)教 学課 長、(9)瀬 田学 事 課長 。 第9条(委

員長 、副 委員 長):主 任 会議 に、委員 長1名 及 び副 委員 長2名 を置 く。2委 員長 は、 第8条 第1号 の委員

を もって あて 、副委 員 長 は第2号 委員 の 中か ら1名 、第3号 委員 の 中か ら1名 をそ れぞ れ互 選 に よ り選

出 す る。3委 員 長 は、委 員会 を召 集 し、議 長 とな る。4副 委 員長 は委 員長 を補佐 し、委 員長 事故 あ る と

きは、 あ らか じめ指 名 され た副委 員 長が そ の職務 を代 理 す る。 第10条(定 足 数):主 任会 議 は、 構成

員 の3分 の2の 出席 を もって成 立 す る。[第4章 事 務 処理]第11条(事 務 処 理):キ ャ リア開発 会議 及

び 主任 会議 の事 務 は、 キ ャリア 開発部 キ ャリ ア開発 課 が処 理す る。[附 則]1こ の規 程 は、 平成16年4

月1日 か ら施行 す る 。2こ の規程 の施行 に よ り、就 職委 員 会規程(昭 和52年7月19日 制定)は 廃止 す る。

7)文 教 大 学 国際学 部紀 要第15巻1号pp85の 図1

8)「 生 涯 教 育 シス テ ム演 習1」 は"今 日、 学力 、教 養 に注 目が 集 まっ てい る。 これ らを切 り口 に して、

人 間 の成 長発 達 と公教 育 制度 にいか に 関 って お り、 い か な る問題 に直 面 して い るか を検 討 す る。 この

際 、い わ ゆる 「学力 低下」 論 、 「低 学力 」 問題 に注 目 し、 それ らに対 す る制度 的 ・政 治 的対 応 を検 討 す

る"こ とが 内容 で あ る。 「生 涯教育 システ ム演 習II」 は"① 生 きる こ との 意味 を考 え る、② 学 校 で何 を

学 ぶべ きか、③ 働 くこ との意 義 、④仕 事 の仕 方(仕 事 の基 本 、情 報 の収集 と意 思決 定 、 コ ミュ ニケ ー

シ ョンの重 要性)、 ⑤ 生 涯 にわ たる キ ャリア形 成の 方法 、⑥ わが 国 にお ける職業 能力 開発 政 策の 現状 と

課題"が 内容 であ る。 「生涯教 育環 境学 講 義」 は4人 の 先生 が担 当す る15回 のオ ムニバ ス形式 で 進 めて

い る。 その 内容 は"① わが 国 にお け るイ ン ター ンシ ップの導 入 の経緯 と意 義 、② 「働 くこ と」 とは何

か(K.マ ル クス か らM.ウ ェーバ ー な ど先 人 達 の労働 観 を探 る)、 ③ 情報 の収 集 、④ 意 思決 定 の意 義 と

実 践、 ⑤ 実社 会 で求 め られ る人材 像 、⑥ 職 業 人 と しての マ ナー とコ ミュニケ ー シ ョ ンの重 要性 、⑦ わ

が 国産 業 の現 状 と課 題 、⑧ 学校 にお ける キ ャ リア形成 、⑨ 海外 にお け るキ ャ リア教 育 、⑩ 社 会 人 との

対 話 に よる実践 論(実 業界 で活躍 して い る社 会人 を2回 にわた り招 聘 、対 話形 式 に よる企 業 の研 修 制

度 な ど人材 育成 策 の講義 も行 う)"で あ る。

9)文 教大 学 国際 学部 紀要 第15巻1号pp90の 表4

10)キ ャ リア探 偵 団 は キ ャ リア形 成科 目の一 貫 と して2003年 度後期 、正科 と して1年 生 向 け に開 講 した。
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文系 ・社会 系 学部 の産 学連携 の新 しい試 み と して、 また100人 規模 の演 習 型教育 の事 例 と して、1つ の

モ デ ルで あ る。授 業始 め に教 室 にゲ ス トを招 いて業 種 ・職種 毎 の職 業理 解 を促 した後 、 受講 生 を18の

チー ム に分 け、 ビデ オカ メ ラを持 っ て、銀 行 や百 貨 店、 洋酒 会社 な ど18企 業 のOB職 場訪 問 に 出か け

た。職 場 訪 問 の ビデ オは6分 間 の ビデ オ作 品 に纏 め、授 業 の 最後 に発 表 させ る。前 段 で職 業 に 関す る

知 識 ・情報 を きち ん と身 に付 け させ 、後 段 は ビデ オ作 品 の基本 構想 を纏 め、 イ ンタ ビュー を行 い、 そ

れ を編集 して発 表 す る とい うプ ロ セス の 中 で、 企 画力 、 行 動 力 、 コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 、 表 現 力 、

プ レゼ ンテ ー シ ョン能力 、編 集作 業 に よるパ ソ コ ンス キ ル等 を育成 しよ うとす るの が、 この授 業 の狙

いで ある(日 本経 済新 聞2004・4・10)。

11)エ クス テ ンシ ョンセ ン ターの3大 講座 は 「公 務員 講座 」 「司 法 講座 」 「公認 会 計士 講座 」 で あ り、 そ

の他 に、 マ ス コ ミ対 策講 座 、弁 理士 講座 、不 動 産講 座 、 フ ァイ ナ ンシ ャル プ ラ ンナ ー講座 、 簿記 入 門

講 座 、簿 記2級 講 座 、旅 行 業 講 座 、 通 関士 講 座 、 貿易 実 務 講 座 、 エ ア ラ イ ン講座 、政 治 家 養 成 講座 、

色彩 検 定講 座 、秘 書検 定 講座 、福 祉 住環 境 コーデ ィネー ター養 成 講座 、英 語 ス キル ア ップ講 座 、 日本

語教 育講 座 、就 職対 策講座 、情 報 ・IT関 連10講 座 、が 開設 され てい る。

12)文 教大 学 国際 学部紀 要 第15巻1号pp91-92の 表5
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